


















































推移）にしめすごとく 1933年 1万1920両（貨車換算両数以下同じ）， 1934年
2万2677両， 1935年2万8109両と増加したが， より大きな影響を与えたのは移




























経 営 論 叢 第9巻第 1号 (2019年9月）
表1 需要先別生産両数の推移（単位：両）
％ 私鉄 ％ 輸出
59 5,910 31 1.800 
47 5,934 46 901 
51 3,172 41 603 
58 2,633 29 1,253 
49 1,383 12 4,694 
31 3,639 16 11,908 
33 3,756 13 15,181 
40 3,856 13 13,250 
50 3,711 13 10,983 
54 3,565 8 17,464 
48 2,995 6 21,184 
48 3,958 7 25,713 
36 4,425 ， 26,813 
42 2,190 7 15,784 
54 1.848 5 13,929 
72 1.383 4 8,595 
88 311 4 549 
92 597 3 920 
84 1.799 10 1,117 
80 3.420 15 1.213 
29 4,810 37 4,499 
33 4,316 23 8,404 
（注）両数は貨車換算両数である。

































































































表2 需要先別車種別生産実績の推移 (1) (単位：両）
年度
蒸気機関車 (D51) 電気機関車 (EFlO)
運 輸 省 私 鉄 小計 外地 合計 運輸省 私鉄 小計 外地 合計
1937 171 12 183 221 404 10 2 12 5 16 
1938 275 21 296 297 593 11 2 13 6 19 
1939 245 13 258 393 651 4 3 6 6 12 
1940 276 16 292 427 719 17 17 21 37 
1941 166 21 187 408 594 21 3 23 16 39 
1942 133 12 144 258 402 14 1 15 21 36 
1943 248 15 263 277 540 8 2 10 21 31 
1944 392 13 405 188 592 13 2 15 11 26 
1945 90 3 93 ， 102 6 2 8 2 10 
1946 147 3 151 18 168 31 31 6 38 
1947 61 7 67 23 90 35 3 38 2 40 
1948 58 58 25 83 19 19 2 22 
1949 6 11 17 52 70 10 5 15 15 
1950 1 1 91 92 3 3 3 
41-45 
1,029 64 1.092 1,139 2,232 61 10 71 71 142 
合計






















43年度51%, 電気機関車は， 1937年度31%, 41年度41%, 43年度68%, 客電車
と貨車を示す表3から「外地」の割合を計算すると，客電車は1937年度17%,
表3 需要先別車種別生産実績の推移 (2) (単位：両）
年度
客電車（オハ） 貨車（トム）
運 輸 省 私 鉄 小計 外地 合計 運輸省 私鉄 小計 外地 合計
1937 322 243 565 117 682 4,399 745 5,144 737 5,880 
1938 546 201 747 311 1,058 7,548 592 8,140 2,172 10,312 
1939 457 120 577 485 1,063 7,562 1,138 8,700 312 9,012 
1940 517 276 793 656 1,449 10,009 594 10,603 977 11,580 
1941 409 266 675 694 1,369 5,857 799 6,656 2,776 9,432 
1942 115 105 220 252 471 5.172 630 6,303 1,881 8,183 
1943 19 60 79 70 148 7,866 530 8,396 1.091 9,486 
1944 26 31 57 10 67 8,932 431 9,363 429 9,792 
1945 96 5 101 101 1,252 545 1.307 76 1,383 
1946 885 40 925 925 1,513 78 1.591 1,591 
1947 965 133 1,099 1.099 1,565 58 1,623 91 1,714 
1948 457 342 799 25 823 11,374 11,374 840 12,214 
1949 171 337 508 171 679 1,593 754 2,346 694 3,040 
1950 455 355 810 135 945 1,824 570 2,394 3,437 5,831 
41-45 
664 468 1,132 1,024 2,156 29,080 2,935 32,015 6,252 38,267 
合計


































機関車 客車 貨車 100万人 100万人キロ 1000トン 100万トンキロ
1936 4,235 11.193 73,184 3,334 31,210 100 97,600 16,297 100 
1940 5,095 12,738 96,972 5,984 59,904 192 145,746 27,948 171 
1941 5,200 13.149 101,222 6,882 68,069 218 151,694 29,872 183 
1942 5,365 13,268 105,835 7,319 75,184 241 158,040 33,946 208 
1943 5,794 13,561 113,997 8,247 93,033 298 178.177 42,795 263 
1944 6,236 13,816 120,747 8,653 97,306 312 161,064 41.235 253 
1945 6,204 12,978 118,297 7,038 97,453 312 81,469 18,981 116 
1946 6,287 13,200 116,553 7,934 126,261 405 91,296 18,969 116 
1947 6,283 14,070 107,716 8,587 133,737 429 109.133 22,239 136 
1948 5,973 13,930 108.155 8,110 118,832 381 128,035 26,405 162 
1949 5,692 14,059 108.745 7,801 104,440 335 127,529 29,875 183 
1950 5,458 14,051 105,862 7,962 105,570 338 135,690 33,309 204 
（注）車両数：機関車は蒸気・電気・デイーゼルを客車は客車・気動車・電車をそれぞれ
合算した。

































































が16%) と需要先としての国鉄の割合は高い29。第 2に，その全体の 6割以上
を占める国鉄の予算（車輌費）が1951年まで大きく変動することである。すな





1946年度110両 (1.9偉円）， 47年度128両 (3.3億万円）から48年度には新車の発
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注量が0になる。また，貨車では1946年度1019両 (1.3億円）， 47年度959両 (2.8




















































東京 220 1,000 
日立製作所 2,200,000 水戸 90 36 170 850 5大メーカー
中H本重工業
1.300.000 三原製作所 90 5大メーカー
（三菱重工）
東芝
2,600,000 車両工場鶴見 30 電機機関車専門
（東芝車輌）
三菱電機 1,200,000 伊丹．神戸．長崎 24 電気機関車専門
新潟鐵工 150,000 新潟 150 750 客電車及貨車専門
近畿車輛 90,000 
徳庵 170 700 
客電車及貨車専門
京橋
帝国車両 30,000 本社工場（堺） 150 650 客電車及貨車専門
木南車輛 5,100 本社工場 450 客電車及貨車専門
（原注）生産能力は1949年度，その他は1950年7月現在。








た。そこで． 日本車輌では. 1947年4月5882人から49年3月未7408人まで 2年
間で26%の従業員を増やした35。従業貝数を増加させたため日本車輌の生産能
力も増強され．客電車は月産35両 (1947年9月）. 39両 (1947年度）. 45.3両 (48
年10月）. 39両 (49年 1-3月平均）. 39両 (1949年11月）．貨車は，同. 119両，














-11月）に6600万円，第93期 (45年12月ー46年 5月）に 1億4000万円と一挙に
倍増し，負債は92期1800万円（総使用資本に対する負債の割合27%), 93期
6300万円（同45%) と著しく増加した（仮決算期第 1回・ 47年 5月80.5%,
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は借入金の返済に 1億円，運転資金1億円を計画し 2億2000万円に増資した390 
汽車製造も原材料の購入などの運転資金を借り入れに頼っていた。 1946年に






















まで， 5回の仮決算を行った。第 1回 (1946.8.11~47.5, 9ヵ月と21日）は，
売上高 1 億9537万円• 利益1456万円，第2回 (47.6~47.11, 6ヵ月）は，売上
高 2 億0441万円• 利益1165万円，第3回 (47.12~48.5)は，売上高 5億6559万
円• 利益1048万円，第 4 回 (48.6~48.11) は，売上高 7 億0449万円• 利益6028























































対し， 41年は5857両， 43年度7866両， 44年度8932両と戦時中に急増している。
一方．客電車の生産実績は.1937年度の322両に対し， 41年409両と増加するが，



































形）よりも旅客用 (C形）の製造にその重点が置かれ， D形から C形への改造







































































タイヘ蒸気機関車50両 (7.0億円），電車9両 (0.6億円），客車120両 (8.&f意円），
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